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弘前大学大学院理工学研究科博士論文公聴会のお知らせ 

 

ＩＮＦＯ－ＨＩＲＯ－21 
 

 

 

第 4 8 8 号  2 0 2 0 年 2 月 3 日 

弘 前 大 学 総 務 部 総 務 広 報 課 

 

 

 

 

 

 

 

 

弘前大学大学院理工学研究科博士後期課程機能創成科学専攻の博士論文公聴会を下記の

要項で開催します。皆様のご出席お待ちしています。  

 

（ 1) 日  時：令和 2年 2月 6日（木） 16： 00～ 17： 00 

   場  所：理工学研究科 1号館 2F 2番講義室  

   学位申請者：片山慎介  

   論文題目： Synthesis and Applications of Fluoroalkyl End-Capped Oligomer  

Gels 

       （フルオロアルキル基が末端に導入されたオリゴマーゲルの合成と応用）  

 

問合わせ先：理工学研究科機能創成科学専攻  澤田  英夫  

   電話： 39-3947 

   e-mail: hideosaw@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

（ 2）日  時：令和 2年 2月 17日（月） 13： 00～ 14:30 

場  所：理工学部 1号館 4階，第 8講義室  

学位申請者：福田  幾夫  

論文題目： Evaluation of Perfusion Technique on Extracorporeal 

Circulation Based on Fluid Dynamics Using Experimental Modeling, 

        Computational Fluid Simulation and Clinical Relevance 

（体外循環送血法におけるモデル実験，コンピュータシミュレーション  

および臨床的計測を用いての流体力学的検討）  

 

問合わせ先：理工学研究科機能創成科学専攻  笹川  和彦  

内線： 3675 

 

 

 

弘前大学大学院理工学研究科博士後期課程安全システム専攻の博士論文公聴会を下記の

要項で開催します。皆様のご出席お待ちしております。  

 

（ 1）日  時：令和 2年 2月 6日（木） 16： 00～ 17： 00 

場  所：理工 2号館 2階 12番講義室  

学位申請者： Irwan Kurnia 

論文題目： Production of High-Value-Added Chemicals and High-performance  

Catalysts from Lignin 

(リグニンからの高付加価値化学物質と高性能触媒の製造 ) 

博士後期課程安全システム工学専攻 博士論文公聴会 

博士後期課程機能創成科学専攻 博士論文公聴会 
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イベントのお知らせ 

問合わせ先：地域戦略研究所  官  国清  

e-mail: guan@hirosaki-u.ac.jp 

 

（ 2）日  時：令和 2年 2月 19日 (水 ) 10:20-11:50 

場  所：理工学部 1号館 4階第 8講義室  

学位申請者： AMIR MUKHRIZ BIN AZMAN （アミル  ムクリズ  ビン  アズマン）  

論文題目： Research on wearable measurement system for physical performance 

        and biomedical information 

    （身体的パフォーマンスとバイオメディカルインフォメーションのための  

ウェアラブル測定システムに関する研究）  

問合わせ先：理工学研究科  佐川貢一  

  内線 3691 メール  sagawa@hirosaki-u.ac.jp 

 

（再掲）  

日  時：  令和 2年 2月 6日（木）   15： 00～ 16： 30 

場  所：  理工学研究科 2号館 2階   第 12番講義室  

対  象：  本学学生，教職員，一般の方等どなたでも  ※事前申込は不要です。  

学位申請者：  XIAOKAITI PAIRUZHA 

論文題目：   Development of perovskite-type electrode materials for  

solid oxide fuel cells 

      (固体酸化物型燃料電池電極用ペロブスカイト型酸化物材料に関する研究 ) 

 

問合せ先：  理工学研究科   阿布  里提  

      電  話：  0172－ 39－ 3719 

      E-mail：  abuliti@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県などリンゴ生産地域では，リンゴ関連商品の高付加価値

化を行い将来にわたる発展を展望しており，保健学研究科では，

平成27年より施行された「機能性表示食品制度」を活用したリン

ゴ関連商品の高付加価値化に貢献し，JAつがる弘前からリンゴ生

鮮としては国内で初めてとなる「プライムアップル！（ふじ）」

や加工品（ドライフルーツ）の届出の支援を行って参りました。 

この度，リンゴの「機能性表示食品」の届出に関するノウハウ

を紹介するとともに，リンゴ産業の更なる活性化・発展のため標

題のシンポジウムを開催いたします。  

参加を希望される方は，事前にメールでお申し込みいただき，

会場へお越しください。 

多数の皆様のご参加をお待ちしております。  

 

記 

 

【日  時】 令和2年3月2日(月) 13:00～17:00 

【場  所】 弘前大学大学院保健学研究科 大学院講義室1 

（弘前市本町66-1） 

【テ ー マ】 「リンゴ機能性表示食品の届出と今後の展望」 

 

「リンゴシンポジウム～リンゴ機能性表示食品の届出と今後の展望～」開催のお知らせ 
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【申し込み】 事前申し込み制となります。 

「お名前」「ご所属」を明記の上，件名を「リンゴシンポジウム申し込み」とし，

次の申し込み先メールアドレスまでご連絡ください。 

＜申し込み先＞ miuralabo@hirosaki-u.ac.jp 

 

【内  容】 

○開会の挨拶 

○13：10～13：35 

講演1「リンゴの健康機能性（仮）」  

講師 庄司 俊彦（農研機構 食品研究部門食品機能評価ユニット ユニット長）   

○13：35～14：00 

講演2「 JAつがる弘前における機能性表示食品プライムアップル！の開発（仮）」  

講師 廣田 寛央（JAつがる弘前 指導部指導課 課長）  

○14：00～14：25 

講演3 「リンゴ加工食品における機能性表示食品の取組み（仮）」  

講師 竹内 正彦（長野県農村工業研究所 農業開発研究部 部長）  

○14：25～14：40 （休憩） 

○14：40～15：10  

講演4 「リンゴの機能性表示食品の届出（仮）」  

講師 庄司 俊彦（農研機構 食品研究部門食品機能評価ユニット ユニット長）   

○15：10～16：30  

総合討議 「リンゴ機能性表示食品の今後の展望」 

○閉会の挨拶 

 

【共 催】 弘前大学大学院保健学研究科 

JAつがる弘前 

（国研）農研機構 食品研究部門 

 

◇本事業は，国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 生物系特定産業技術研究支援セ

ンター 「革新的技術開発・緊急展開事業(うち経営体強化プロジェクト)・対象領域：果樹」の助

成を受けて実施しております。  

 

【お問い合わせ】 弘前大学大学院保健学研究科 ℡：0172-39-5966 

Eメール：tomisato@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

 

大学院保健学研究科では，本年度をもって退職される 工藤 せい

子 教授，柏倉 幾郎 教授，若山 佐一 教授，被ばく医療総合研

究所 吉田 光明 教授の最終講義を下記により行いますので，ご案

内申し上げます。 

 

日時：令和2年2月20日（木）13：00～15：30 

   令和2年3月3日（火） 13：00～15：30 

場所：大学院保健学研究科 Ｅ棟6階 第63講義室 

 

プログラム 

◆2月20日（木） 

13：00～13：05 保健学研究科長挨拶 

13：05～14：05 若山 佐一  教授 「3つの大学の臨床・教育・研究」 

14：30～15：30 吉田 光明  教授 「染色体と生きる」 

 

大学院保健学研究科最終講義のお知らせ 
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◆3月3日（火） 

13：00～13：05 保健学研究科長挨拶 

13：05～14：05 工藤 せい子 教授 「エヌたちとのケアリングで育まれた看護実践力」 

14：30～15：30 柏倉 幾郎  教授 「弘前大学での18年」 

 

問い合わせ先：大学院保健学研究科学事委員会：木立るり子（内線5922） 

        保健学研究科学務グループ（内線5470） 

 

 

 

 この度，長年にわたり本学の教育・研究・公務にご尽力くださいました糠塚いそし先生が，令和

2年3月末で定年退職されることとなりました。 

 つきましては，糠塚先生の最終講義を下記のとおり開催いたします。年度末のお忙しい時期とは

存じますが，皆様のご来聴を心よりお待ち申し上げます。 

 

記 

 

講義題目：「分析化学と化学分析を追いかけて」 

日時：令和2年3月6日（金）15：00～16：00（予定） 

場所：理工学部1号館5階 第10講義室 

問合せ先：物質創成化学科長 阿部 敏之 

     E-mail：tabe [at] hirosaki-u.ac.jp 

     （メールアドレスの[at]は@に変換してください。） 

 

 

 

研究会の開催および発表論文募集を併せてご案内します。多くの方々のご参加をお待ちしており

ます。 

 

日時： 2020年 2月 20日（木）9:00～17:30 (開催時間は予定) 

会場： 弘前大学 総合教育棟3階309講義室 

    〒036-8561 青森県弘前市文京町1番地(文京地区キャンパス) 

    アクセス http://www.hirosaki-u.ac.jp/wp_access.html 

主催： 情報処理学会東北支部 

共催： 弘前大学理工学部電子情報工学科 

 

発表申込方法： 申込締切日時まで，下記内容を申込先に電子メールにてお知らせください。 

    (1) 発表題目 

    (2) 著者氏名(所属)（登壇者名の前に○印） 

    (3) 連絡先メールアドレス 

    (4) その他(同一研究室での発表順等，何かありましたらご記入ください) 

 

申込締切： 2020年2月6日（木）21:00まで 

 

申込先：ご氏名  岡崎功 

    ご住所  〒036-8561 青森県弘前市文京町3番地 

    ご所属  弘前大学理工学研究科 

    電話番号 0172-39-3661 

    E-mail:   ipsj-hiro@eit.hirosaki-u.ac.jp 

備考： 

(1) 発表時間は15分(発表12分,質疑応答3分)の予定です。 

(2) 発表申込みをされた方には，確認用の電子メールをお送りします。また，プログラム確定後に

開催番号，セッション番号等をご案内します。 

「令和元年度 情報処理学会東北支部研究会(弘前大学)」 開催案内(発表論文募集) （再掲） 

糠塚いそし教授 最終講義のご案内（理工学研究科） 

http://www.hirosaki-u.ac.jp/wp_access.html
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学 内 掲 示 板 

(3) 発表用機材としてプロジェクタを用意します。ノートパソコン等はご持参ください。 

(4) 開催日当日に発表論文(配布資料)を40部持参してください。様式は東北支部ホームページ htt

p://www.topic.ad.jp/ipsj-tohoku/doku.php?id=paper から，Vol, No付きのテンプレート(WEB

公開希望の有無でどちらかのテンプレートを選択)をご参照ください。Vol, Noについては，別途

ご案内しますが，Vol.2019-開催番号 No.セッション-発表順 となります(例 Vol.2019-9 No.A1-

1)。 

 WEB公開希望の場合は，東北支部ホームページから著作権譲渡契約書をダウンロードし，ご記入

の上，発表論文のpdfとともに2月末まで上記申込先までお送りください。発表論文のファイル名

は 2019-開催番号-セッション-発表順.pdf, 著作権譲渡契約書のファイル名は sigjouto-2019-

開催番号-セッション-発表順.pdf としてください。 

(5) 研究会終了後の懇親会は予定しておりませんのでご了承ください。 

 

 

 

 

青森県感染対策協議会では，近年死亡率が増加傾向にある肺炎につ

いて，肺炎の予防と重症化を起こさないための予防接種について市

民公開講座を開催いたします。 

本公開講座では，予防接種の必要性を再認識し，基本的な感染対策

の一つである手指衛生について，専門家が市民の皆様にわかりやす

く講演いたします。講演後には質疑応答の時間を設けております。 

 

1．日   時 ： 令和2年2月29日（土）14：00～15：10  

※開場：13：00～ 

2．場   所 ： 弘前駅前公共施設ヒロロスクエア4階 

市民文化交流館ホール（弘前市駅前町9－20） 

3．内   容 ： ほんとはこわい高齢者の肺炎  

4．対   象 ： 一般市民（定員50名程度）  

5．入 場 料 ： 無料  

6．事前 申込  ： 不要  

7．問い合せ先 ： 弘前大学医学部附属病院感染制御センター 

TEL：0172－39－5176（直通） 

 

 

 

 

 

 

 

学生特別支援室は，障害等により修学や学生生活に困難のある学生からの相談に応じ，よりよい

学生生活が送れるよう支援しています。 

昨年に引き続き，障害等のある学生（疑いを含む）への支援について教職員と話し合う，また

は，相談し合うための機会として，2019年度後期は以下の日程で相談会を開催します。 

障害等のある学生（疑いを含む）への支援に苦慮している，支援室スタッフに尋ねたいことがあ

る，あるいは障害学生支援に関心がある教職員の参加をお待ちしています。 

        

開催日： 2019年度後期 2月5日（水），  3月11日(水) 

 

時 間： 14：30 ～ 15：30 （時間内の出入りは自由です。） 

 

会 場： 附属図書館3階 グループラーニングルーム 

 

対 象： 本学の教職員 

学生特別支援室相談会開催のお知らせ  

第１回青森県感染対策協議会（AICON）市民公開講座開催のお知らせ（再掲） 

http://www.topic.ad.jp/ipsj-tohoku/doku.php?id=paper
http://www.topic.ad.jp/ipsj-tohoku/doku.php?id=paper
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参加方法：  事前申込みは不要です。直接会場にお越しください。 

 

参加スタッフ：  室長，コーディネーター，カウンセラー，支援室員等 

 

問い合わせ先：  教育推進機構学生特別支援室 

 内 線 ：3266  E-mail：g-shien@hirosaki-u.ac.jp 

 

 

 

本学が会員となっている「一般社団法人 国立大学協会」では，各国立大学の現状や優れた取り組

みなどを分かりやすくまとめた国立大学協会情報誌「国立大学」を作成しています。 

「国立大学第 52号」では，「発見！国立大学」において，内閣府「日本オープンイノベー

ション大賞」を受賞した弘前大学ＣＯＩの取り組みが紹介されています。ぜひご覧くださ

い。  

 

最新号「国立大学第 55号」  

https://www.janu.jp/report/files/janu_vol55.pdf 

 

下記ＵＲＬより最新号を含め，今まで発行されたバックナンバーをご覧いただけます。 

        https://www.janu.jp/report/ 

 

 その他，第 52号・第 45号・第 43号・第 39号・第 36号・第 31号・第 28号等において，本学

記事が掲載されていますのでご覧ください。  

 

編集担当から：INFO-HIRO-21は毎月1日，月1回発行しています。 

講演会，研究発表会，部局行事等の掲載原稿は発行予定日の7日程度前までに，掲載希望の旨付

記し，下記担当にご提供ください。お待ちしております。 

◎担当：総務部総務広報課 広報グループ 

     E-mail: jm3012@hirosaki-u.ac.jp FAX:37-6594 内線：3029 

 

国立大学協会情報誌「国立大学」について  

https://www.janu.jp/report/files/janu_vol55.pdf
https://www.janu.jp/report/

